
２０１８年９月１８日 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 

「認知症」に関する調査結果 

～認知症に備えた費用を準備している方は１割どまり～ 
 

 

 ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ取締役社長：櫻田 謙悟）は、   

9 月 21 日の世界アルツハイマーデーおよび世界アルツハイマー月間に合わせ、「認知症」

に関する調査を実施しました。その調査結果をご案内します。 

ＳＯＭＰＯホールディングスグループは、認知症に関する社会的課題に注目し、「認知症

にならない・なってもその人らしく生きられる社会」を目指す「ＳＯＭＰＯ認知症    

サポートプログラム」を展開しており、その取組みの一環です。 

 

 

■調査結果のポイント 

 

１.親や自分が認知症になった時に備えて費用の準備をしている方は約１割 

にとどまる（質問３－１、３－２） 

 

２.約５割の方が、親が認知症になった時に備えた費用の準備を、必要と 

認識しながら準備をしていない（質問３－１） 

 

３.認知症（認知機能低下）予防や進行を遅らせたいと考える方が多い 

一方で、実際には取り組んでいない方や何が予防につながるか分から 

ない方が多い（質問５－１、５－２） 

 

 
 

 

＜アンケート調査概要＞ 

 調査期間   ：2018 年 8 月 28 日（火）～9月 6日（木） 

 調査方法   ：インターネット（ＰＣ、携帯電話モバイルサイト） 

 調査対象地域 ：全国 

 調査対象者  ：30 代～50 代の男女 

 回答者数   ：1,042 名（ 男性：530 名、女性：512 名） 

 

 

 

 



【「認知症」に関する調査結果】 

 
質問１． ご自身が高齢者になったら、何が一番不安ですか？ 

  

 

 

 

 

 

収入 44.6%

認知症・介護が必

要な状態になる

こと 34.9%

一人きりになる

こと 8.6%

子供や孫 4.4%

人付き合い 1.8%

相続 0.6% その他 0.6% 特にない 4.5%

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「収入」と答えた方が４４．６％、「認知症・介護が必要な状態になること」と 

答えた方が３４．９％を占め、この２つで約８割を占めました。 



質問２－１． ご自身の親、配偶者、子どもと認知症について話したことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

じっくり話した

ことがある 5.3%

少し話したこと

がある 38.5%話したことが

ない, 56.0%

その他 0.2%

 
 

 

質問２－２． 認知症について話したことがないのは、なぜですか？ 

（回答対象：質問２－１で「話したことがない」と回答した方 回答者数：537 名） 

 

 

 

 

43.0%

12.3%

18.8%

2.2%

9.1%

11.7%

2.8%
必要だとは思うが、話すきっかけがな

いから

（前向きな話題でないので、もしくは想

像したくないので）話したくないから

自分の周りに認知症の人がいないか

ら

自分は認知症にならないと思うから

認知症に関する知識や相談先がない

から

関心がないから

その他

 

■半数以上の方が家族と認知症について話したことがないことが分かりました。 

■その理由として、「必要だとは思うが、話すきっかけがないから」と回答した方が 

 ４３％にのぼりました。 

■家族と認知症について話したことがない理由として、「必要だとは思うが、話すきっ

かけがないから」と回答した方が４３％にのぼりました。 



質問３－１．ご自身の親が認知症になった時に備えて、費用の準備をしていますか？ 

  

 

 

 

 

10.1%

11.1%

2.8%

50.9%

25.1%

準備している（金額は問

わない）

親が自ら負担するから、

自分は準備していない

兄弟姉妹が準備するか

ら、自分は準備していな

い

必要だが、準備していな

い

考えたことがない

 
 

質問３－２．ご自身が認知症になったときに備えて、費用の準備をしていますか？ 

 

 

 

11.7%

40.9%

11.9%

35.6%

準備している（金額は問

わない）

必要だが、準備していな

い

まだ準備する必要がない

考えたことがない

 
質問３－３．ご自身や配偶者、または親が認知症になった場合の備えとして、この１年間で 

いくらかけましたか？ 

 

 

 

 

 

■「準備している」と回答した方は約１割にとどまり、約５割の方が「必要だが、準備

していない」と回答しました。 

■３０代でも約５割の方が「必要だが、準備していない」と回答し、年代にかかわらず

 必要性が認識されていることが分かりました。

■全体の平均額は、８７，２２１円でした。 

■備えにお金をかけている約１割の方の平均は７２１，０７９円にのぼり、備えて 

いる方と、そうでない方の格差が非常に大きいことが分かりました。 

■「準備している」と回答した方は約１割にとどまり、約４割の方が「必要だが、準備

していない」と回答しました。 

（年代別内訳） 

30 代：50.7% 

40 代：49.8% 

50 代：52.1% 



質問４．認知症に関する情報がほしい場合、どこで入手しますか？ 
 

 

 

インターネット

44.3%

国や地区町

村 16.0%

医療機関

12.1%

介護事業者

7.3%

知り合い 4.3%

保険会社 1.8%

書籍 1.7%

わからない

12.6%

 
 

質問５－１．認知症（認知機能低下）を予防または進行を遅らせることができるので 

あれば、ご自身で対策に取り組みますか？ 

 

 

 

 

 

積極的にする

31.2%

時間があれば

したい 27.6%

簡単な内容で

あればやる
28.8%

やらない 3.0% わから

ない
9.4%

 
 

 

 

 

■「積極的にする」と回答した方が３１．２％いました。 

■「時間があればしたい」方が２７．６％、「簡単な内容であればやる」方が 

 ２８．８％と、時間的余裕や手軽さが重視されていることが分かりました。 

■認知症に関する情報入手は、専門機関ではなく、インターネットと回答した方が 

４４．３％にのぼりました。 



質問５－２． 認知症（認知機能低下）予防のために、ご自身で取り組んでいることは 

ありますか？（複数回答可） 

 

 

22.0%

15.7%

14.4%

10.6%

11.3%

13.0%

10.2%

18.7%

8.8%

1.0%

8.7%

0.5%

33.5%

23.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

運動

勉強（読み書き、計算など）

読書

車の運転

友人との会話

食生活の改善

買い物

趣味

楽しい予定の計画

民間企業の予防サービス等を活用

定期検診

その他

認知症を意識した取組みはしていない

何が予防につながるのかわからない

 
 

 

質問５－３．認知症になった場合に備えて、ご自身が何か取り組んでいることはありますか？ 

      （複数回答可） 

 

 

12.8%

7.6%

5.4%

3.1%

2.6%

1.5%

1.9%

2.3%

8.3%

1.6%

2.1%

0.2%

73.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族と話し合っている

国の制度について調べている

相談先について調べている

勤務先の支援制度について調べている

介護施設を探している

地域のケアマネージャーに相談をしている

専門医を調べている

自宅を改修・リフォームしている、またはその準備をしている

貯金など資金の準備をしている

認知症を保障する保険に加入している

資産や加入している保険の管理体制の整備など

その他

何もしていない

■「認知症を意識した取組みはしていない」「何が予防につながるのかわからない」と 

いう方が多いことが分かりました。 

■取組みをしている方では、「運動」や「趣味」をしている方が多いことが分かりました。

■自分が認知症になった場合に備えて、「何もしていない」方が圧倒的多数を占めて 

いることが分かりました。 



質問６－１． ご自身が認知症になった場合、どこで生活をしたいですか？ 

   

 

 

 

 

自宅 32.0%

高齢者介護施設

19.8%

高齢者サービスの

ある住宅 9.8%

医療機関（病院・診

療所など） 4.1%

子供宅 0.7%

どこでもよい 13.0%

わからない 20.5%

 
 

質問６－２． 認知症になった場合、実際にご自身の希望の場所で生活できると思い

ますか？ 
（回答対象：質問７－１で「自宅」「高齢者介護施設」「高齢者サービスのある住宅」「医療機関」 

「子供宅」と回答した方 回答者数：637 名） 

 

 

できると思う 7.2%

たぶんできると

思う 19.3%

現実には難しいと思

う（自宅で生活したい

が、実際には高齢者

介護施設に入らざる

を得ないなど） 43.0%

わからない 30.5%

 
以上 

■「自宅」と回答した方が３２．０％と一番多く、次に「高齢者介護施設」や「高齢者

サービスのある住宅」を希望していることが分かりました。 

■男女別では、男性は「自宅」を希望する方が３６．２％と一番多かった一方で、 

 女性は「高齢者介護施設」や「高齢者サービスのある住宅」を希望する方が 

３６．６％と一番多く、考え方の違いが明らかになりました。 

■「現実には難しいと思う」と回答した方が４３．０％にのぼりました。 

（男女別） 

男性：36.2% 

女性：27.6% 

（男女別） 

男性：23.0% 

女性：36.6% 


